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項 目 1.午 2 年
態
磨




教 師 の 指 導
上 .下級生の雰囲気 * *





個 性 の 伸 長 *
学 校 生 活
** P<0.01 * P<0.05
表2学年と質問項目との関連
項 目 男子 女子
態
度




教 師 の 指 導
上 .下級生の雰囲気
自 主 的 活 動 *
内 容 * * * *
意
義
先生 . 友人との関係 *
個 性 の 伸 長
学 校 生 活 *
** P<0.01 * P<0.05
表1 ・ 2は、男女別、学年別の関連をみたものだが、男女別では「上・下級
生の雰囲気」で、 1 ・ 2年ともにP<0.05の有意差がみられ、男子が女子より
も高い肯定率を示す傾向にあった。また、学年別では、 「参加意欲」 「内容」で















参 加 意 欲 * * .4 12 * * .3 99
協 力 * * .3 33 * .1 5 1 協 力 * * .2 30 * * .2 8 1
実
態
教 師 の 指 導 .0 98 .0 54 実
態
教 師 の 指 導 .0 62 .0 98
上 .下 級生 の雰 囲 気 .1 21 .0 50 上 .下級 生 の 雰 囲 気 .1 00 * * .183
自 主 的 活 動 * * .2 14 * .1 73 自 主 的 活 動 * * .2 68 * * .3 10
内 容 * * .3 46 * * .3 4 1 内 容 * * .3 37 * * .3 45
意
義
先 生 .友人 と の 関係 * * .2 56 * * .2 03 意
義
先生 .友人 との 関 係 * 1 51 * * .2 53
個 性 の 伸 長 * * .3 91 * * .2 13 個 性 の 伸 長 * * .2 83 * * .3 70
学 校 生 活 * * .3 18 * * .2 30 学 校 生 活 * * .3 74 * * .3 54




































































































体 - > 体 96 + - + 4_ + + ± + +
体ー> 文 39 - ー * * 、 * * +
文一> 体 44 + * * + * * + + * + * * + * * + + * *
文一> 文 96 + + + + + + +
女
子
体一.> 体 84 + - + + + + + + +
体ー> 文 71 - + + + + + -h
文一> 体 37 + * * + + 士 + * * + + + +
文一 > 文 172 + * + + + + + + * + + * *


































分 離 型 混 合 型 単 ～ 型
男 20.8 61) 49.5 145) 29.7 87
















男 子 女 子
理 解
ど ち ら とも
い えな い
理 解 せ ず 理 解
ど ち ら と も
い えな い
理 解 せ ず
分 離 型 47 .4 2 0 .3 3 7 .3 42 .4 2 1 .1 3 1 .6
混 合 型 37 .2 16 . 1 4 2 . 7 4 1 .3 1 8 .4 4 4 .4













男 子 女 子
満 足 どちらとも
いえない
不 満 足 満 足 どちらとも
いえない
不満 足
分 離 型 42.2 33.9 23.7 62.1 19.0 19.0
混 合 型 42.0 26.6 31.5 39.1 24.3 36.6
単 一 型 50.6 21.2 28.2 47.1 23.1 29.8
男子:ns,女子:P<0.05
表8必修クラブの必要性%
男 子 女 子
必 要 どちらとも
いえない
不必要 必 要 どちらとも
いえない
不必要
分社型 76.3 8.5 15.3 84.5 8.6 6.9
混合型 66.0 9.0 25.0 65.5 10.7 23.9



















分 離 型 44.1 18.6 37.3 62.1 24.1 13.8
混 合 型 33.3 21.5 45.1 41.2 20.6 38 .1
単 一 型 38.8 27.1 34.1 49.2 25.0 25.8
男子Ins,女子:P<0.01
ここでも分離型の62.1%、単一型49.2%が寄与すると答えているのに対し、
混合型では41.2%と低い値になっている。
以上から、 「分離型」 「単一型」よりも「混合型」に何らかの問題点があるこ
とが示唆される。 「部活動と異なる種目である方が必修クラブにおける活動が徹
底する5)と藤田の指摘にもあるように、分離型は、必修クラブのねらいを独自
の活動として追求することができ、望ましい形態と言えるだろう。しかし、ど
うしても広く、浅くといった単調を活動に陥りやすいことが問題点でもある。
これに対し、単一型は、目標も明確であり、内容も密度の濃いものを期待する
ことができるが、部活動の延長といったイメージがつよく、教師、生徒双方に
"必修クラブのねらい"に関してあやまった認識を呼び、本来のねらいを追求
する上でマイナスを面がでてくるものと思われる。そして、混合型においては、
部活動所属者にとっての「内容のものたりなさ」、非所属者の「疎外感と窮屈
さ」が推測され、上述のような結果になったと考えられる。また、女子にだけ
有意を関連がみられた点については、女子に既に出来上がったグループに入っ
ていくことに対する抵抗感が強いこと、グループが排他的になりやすいことな
どを指摘することができるだろう。
Ⅴ結語
他の項目に比べて、 「上・下級生の雰囲気」、 「教師の適切な指導」に問題点
が兄い出された。かつては地域の遊び仲間の中で培われた上・下の関係、いわ
ゆる異年齢集団でのつきあいが、受験体制の中で希薄になっていることとも関
連して、必修クラブは、 「人間と人間のつきあ早方」 「人間とスポ-ツの上手な
つきあい方」を学ぶ機会として今後とも重要な位置を占めるといえよう。そし
112 黒須充・神文雄・網分憲明
て、教師も生徒の自主的活動を助長するように適切な指導をおこなう必要があ
る。また、実施形態のところで混合型に問題点が兄い出されたわけだが、これ
は、必修クラブと部活動の境界線(ねらい)のあいまいさに起因すると考えら
れる。 「競技志向型」の部活動に対し、必修クラブは「人間関係志向型」といえ、
それぞれのねらいをそれぞれの観点から追求していくことが重要になってくる
だろう。しかし、部活動と必修クラブは全く別個の活動であるといった考えに
たつのではなく、両者の間には、渡技志向を通しての人間関係、人間関係を通
しての知識や技術の習得といった表裏の関係があることも忘れてはなるまい。
(この論稿は日本体育学会第36回大会において「必修クラブに関する若干の
考察」と題して発表したものであることを付記しておく)
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